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2016年11月22日 

株式会社日立システムズ 

株式会社日立ソリューションズ西日本 

株式会社ファーム・アライアンス・マネジメント 

 

日立システムズと日立ソリューションズ西日本、ファーム・アライアンス・マネジメントが 

青果流通分野向けサービスの領域で協業 
生産・流通データの一元性の実現、可視化により青果流通分野の構造改革を支援 

 
株式会社日立システムズ(代表取締役 取締役社長：北野 昌宏、本社：東京都品川区／以下、日立シス

テムズ)と、株式会社日立ソリューションズ西日本(取締役社長：秋山 和三、本社：広島県広島市／以下、日

立ソリューションズ西日本)、株式会社ファーム・アライアンス・マネジメント(代表取締役：松本 武、本社：東京

都千代田区／以下、ファーム・アライアンス・マネジメント)の 3 社は、青果流通分野向けサービスの領域で

協業しました。 

今後 3 社は、本協業に基づき、各社が提供する青果流通分野向けシステムの連携機能を開発するととも

に、2016 年 11 月下旬から実証実験を行い、新たな情報提供サービスに関する技術やサービスの有効性

について検証を行います。これらの結果を踏まえ、2017 年度中にサービス化をめざします。 

 
  国内農業は、担い手の高齢化や輸入品との競争激化などにより、安定的に農作物を供給し続けることが

困難な状況になりつつあります。そうした中で、農業生産者は、いつ、どこで、どのような作物が、いくらで、

どのくらいの量が売れているのかといった情報を入手し、需要にあった生産計画を立てることにより、廃棄ロ

スや機会損失を無くし、経営を安定させたいと考えています。 

一方、競争の激化が進む小売業界においては、他社との差異化戦略の一つとして、より産地と直結した

生鮮品の確保が求められています。さらに、消費者の食の安全・安心に対する関心が高まる中、原産地表

示の義務づけの検討が進む加工食品業界と同様に、生鮮品のトレーサビリティ管理の重要度は増してきて

おり、青果流通プロセス全体での情報一元化の必要性が高まっています。 

 
こうした青果流通分野におけるさまざまな課題・ニーズに対応するため、3 社は青果流通分野向けのサー

ビスの領域で協業しました。 

具体的には、まず各社の青果流通分野向けシステムをシームレスに連携するための機能を共同開発し、

青果流通に関するデータの一元化を実現します。その後、本システムを通じて青果流通データをクラウドに

集約し、農業生産者、中間卸会社、量販店にとって有用なデータを提供する情報提供サービスを開始する

予定です。本サービスの開発に先立ち、量販店、中間卸会社および農業生産者と共同で実証実験を行い、

技術的な実現性とサービスの有効性について検証を行います。 

 
本サービスを農業生産者から中間卸売業者、量販店までのバリューチェーン全体で活用することにより、

農業生産者は市場における販売価格や需要状況を事前に確認することができ、効率的な生産・出荷計画を

立案できるようになります。一方、量販店は店舗で取り扱う農作物の収穫時期や出荷可能量などを事前把握

することが容易になり、安定的な供給に役立てられます。また、流通するデータに農作物のトレーサビリティ*1
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ファーム・アライアンス・マネジメントは農業生産における安全管理の主要な国際的認証規格のディファク

トスタンダードである GLOBAL G.A.P.*3(以下、グローバル GAP)に適合した農産物の生産情報管理シス

テム、「Farm Records(ファームレコーズ)」の開発・運営、農業生産者に対するグローバル GAP 認証取得

コンサルティングをフランチャイズパッケージで提供、国際的に評価される安心・安全な農産物の販売を主

としたビジネスを展開しています。 

 
*2 流通BMS：「流通ビジネスメッセージ標準(流通Business Message Standards)」の略で、経済産業省の「流通システム標準化事 

業」により 2007 年4 月に制定された EDI の新しいガイドライン。メーカー、卸売業、小売業の流通事業者間で利用される EDI の 
標準仕様。 

*3 GLOBAL G.A.P.：安全な農産物をめざす国内唯一の国際標準認証。農業生産の環境的、経済的および社会的な持続性に向け 
た取り組み。 

 

■日立システムズについて 

日立システムズは、幅広い業務システムの設計・構築サービス、強固なデータセンター基盤を活用したア

ウトソーシングサービス、全国約 300 か所のサービス拠点とコンタクトセンターによるお客さまに密着した高

品質な運用・保守サービスを強みとする IT サービス企業です。日本の IT 黎明期から先駆的に取り組んで

きた IT サービスの実績・ノウハウを生かし、システムのコンサルティングから構築、導入、運用、保守まで、

IT のライフサイクル全領域をカバーするワンストップサービスを提供しています。そして、IT の枠組みを超

えてお客さまに新たな価値を創造し、お客さまからすべてを任せていただけるグローバルサービスカンパ

ニーをめざしています。 

詳細は http://www.hitachi-systems.com/ をご覧ください。 

 

■日立ソリューションズ西日本について 

日立ソリューションズ西日本は、中国･九州地域に根ざしたビジネスを展開する ITソリューション企業です。

各業種のお客さまに対してコンサルテーションから構築、保守までの一貫した SI サービスを提供するととも

に、自社パッケージ商品をベースとした業務・業種向けソリューションサービスを全国のお客さま向けに展

開します。 

詳細は http://www.hitachi-solutions-west.co.jp/ をご覧ください。 

 

■ファーム・アライアンス・マネジメントについて 

 ファーム・アライアンス・マネジメントは、農産物の安全管理の国際規格である「グローバル GAP」の取得

支援と生産情報管理システムをフランチャイズでサービス提供する国内唯一の農業サービス会社です。

2012 年には、自社で開発したトレーサビリティーシステムによるコンシュマーサービスの提供でグローバル

GAP が主催する国際コンペ「第１回 GAP award」を受賞するなど、国内外で高い評価を受けています。 

 詳細は http://www.farmalliance.net/ をご覧ください。 

 

■お客さまからのお問い合わせ先 

株式会社日立システムズ 

商品お問い合わせ窓口：TEL 0120-346-401(受付時間：9時～17時／土・日・祝日は除く) 

お問い合わせWebフォーム：https://www.hitachi-systems.com/d-inquiry/contact.cgi 
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株式会社日立ソリューションズ西日本 

お問い合わせ窓口：TEL 082-511-8011(代表) (受付時間：9 時～17 時／土・日・祝日は除く) 

お問い合わせ Web フォーム： 

https://www8.hitachi.co.jp/inquiry/hitachi-solutions-west/product2/form_input.jsp 

 
株式会社ファーム・アライアンス・マネジメント 

お問い合わせ窓口：TEL03-3265-5090(受付時間：9 時～17 時／土・日・祝日は除く) 

お問い合わせ Web フォーム： 

http://www.farmalliance.net/お問合わせ/ 

 
■報道機関のお問い合わせ先 

株式会社日立システムズ CSR 本部 コーポレート・コミュニケーション部 杉山、藤原 

〒141-8672 東京都品川区大崎一丁目 2 番 1 号 

TEL：03-5435-5002(直通) E-mail ： press.we@ml.hitachi-systems.com 

 
株式会社日立ソリューションズ西日本 営業統括本部 セールスプロモーション部 笠井 

〒730-0013 広島市中区八丁堀 3 番 33 号 

TEL： 082-511-8011(代表) 

 

株式会社ファーム・アライアンス・マネジメント 松本、平田 

〒102-0074 東京都千代田区九段南 3 丁目 4 番 5 号 番町ビル 3 階 A 

TEL： 03-3265-5090(代表) 

以上 
＊リリース中に記載の会社名、製品名はそれぞれの会社の商標または登録商標です 

＊「流通BMS」は、財団法人流通システム開発センタの登録商標です 

 


